
日米地位協定

第二十六条

１ この協定は、日本国及び合衆国によりそれぞれの国内法上の手続に従つて承認されなければ
ならず、その承認を通知する公文が交換されるものとする。
２ この協定は、１に定める手続が完了した後、相互協力及び安全保障条約の効力発生の日に効
力を生じ、千九百五十二年二月二十八日に東京で署名された日本国とアメリカ合衆国との間の安
全保障条約第三条に基く行政協定（改正を含む ）は、その時に終了する。。

３ この協定の各当事国の政府は、この協定の規定中その実施のため予算上及び立法上の措置を
必要とするものについて、必要なその措置を立法機関に求めることを約束する。


